
別紙　新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金を活用して実施した事業の実施状況及び効果について（令和３年度分）

（単位：円）

事業の概要 A B G 効果検証

C D E F

国庫補助額 本交付金 起債額 その他

78,722,217 71,984,000 0 71,482,000 0 502,000 6,738,217

1 1 単 政策推進室
公共施設の社会的環境への
適応事業

① 感染防止

①集会施設等各公共施設に換気機能付エアコン設
備を導入し感染拡大防止を図るとともに、バリアフ
リー化やサテライトオフィス機能を付加した一体的
環境整備により新たな暮らしのスタイルへの適応を
図る
②換気機能付きエアコン設置、施設機能改修工事
他
③事業費　25,322千円
　・基本設計及び実施設計業務委託　2,200千円
　・換気機能付きエアコン設置及び施設機能強化工
事（6施設）　23,122千円
④集会施設等公共施設

R3.4.26 R3.12.21 25,322,000 25,322,000 25,322,000 0

①改修施設数　6施設
②各公共施設への換気機能付エアコン設備やバリアフ
リー化、サテライトオフィス機能化等の整備により、利用
者の感染拡大予防対策と新たな暮らしのスタイルへの
適応が図られた。

2 2 単 住民福祉課
行政手続の社会的環境への
適応事業

① 感染防止

①３密対策に資する、国におけるデジタル化推進に
呼応し、マイナンバー連携拡大やコンビニ交付など
行政事務のデジタル化推進に向け、基盤となる行
政システムのクラウド化を実施
②システム改修整備委託料
③事業費　15,400千円
　・戸籍総合システム（クラウド化）改修整備
④役場庁舎内

R3.4.8 R3.9.30 15,400,000 15,400,000 15,400,000 0

①クラウド移行システム数　１（戸籍総合システム）
②庁内の行政システム（戸籍システム）のクラウド化整
備により、マイナンバー連携やコンビニ交付など３密対
策に向けた行政システム基盤の構築が図られた。

3 3 単 総務課 公共交通応援事業 ③ 経営支援

①新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う観
光利用者の大幅な減少により、経営に影響を受け
ている三陸鉄道に対し、運行支援交付金を交付し、
沿線地域の生活の足となる三陸鉄道の安全かつ安
定した運行の維持・確保及び経営の安定化を図る
②三陸鉄道運行支援交付金
③支援負担金　4,646千円
　支援想定全体事業費　174百万円
　（県87百万円、沿線10市町村87百万円）
　普代村負担割合5.3％ ※出資額・財政力・駅数・
人口按分
④三陸鉄道株式会社

R3.11.10 R4.1.31 4,646,000 3,480,000 3,480,000 1,166,000

①支援件数 1件
②交通事業者（三陸鉄道㈱）への安定運行に必要な経
費に対する支援により、通勤・通学など沿線地域の足と
して必要となる三陸鉄道の事業継続支援が図られた。

4 4 単 農林商工課 プレミアム付き商品券事業 ② 生活支援

①新型コロナウイルス感染症による影響により村内
経済が低迷する中、商工会で発行する商品券にプ
レミアム分30％・40％を付加して販売し村内の景気
循環を図る
②第１弾プレミアム付き商品券助成（40％）、第２弾
プレミアム付き商品券助成（30％）
③2,000円（40％）×2,000セット＝4,000千円
　1,500円（30％）×2,000セット＝3,000千円
④普代商工会

R3.4.1 R4.3.31 6,953,684 6,300,000 6,300,000 653,684

①地域商品券発行総額 27,000千円
②プレミアム付き商品券は完売し、村内の消費喚起が
図られた。

5 5 単 農林商工課 地域で宿泊体験・レビュー事業 ③ 経営支援

①新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴う観
光利用者の大幅な減少により、経営に影響を受け
ている地元宿泊施設の利用回復に向け、地元施設
の魅力再発見と宿泊体験の口コミによる全国発信
を図りながら地元住民及び県民等に対し地元宿泊
施設への宿泊費を支援
②宿泊費助成
③宿泊助成：3,000円～6,000円
　地域商品券：1,000円
④村内宿泊施設他

R3.4.1 R4.3.31 9,439,663 8,800,000 8,800,000 639,663

①宿泊利用者数 2,042人
　商品券発行枚数 3,838枚（1,919人）
②コロナ禍で低迷する村内宿泊施設に対する宿泊費助
成のほか宿泊者への地域商品券の給付により、宿泊施
設事業者支援と村内での消費喚起（1,919千円分）が図
られた。

6 6 単 政策推進室
国立公園上質化に併せた観光
資源利用促進事業

③ 経営支援

①新型コロナウイルスの感染の収束を見据え、地域
の観光資源を活用した、着地型の観光コンテンツの
開発を実施
②ＲＶパーク整備
③環境整備工事等
　・ＲＶパーク（3区画）整備　6,063千円
④三陸復興国立公園内

R3.7.20 R4.3.15 6,063,200 6,063,000 6,063,000 200

①ＲＶパーク整備区画数 3区画
②三陸復興国立公園の普代浜園地内へのＲＶパーク整
備により、村の新たな観光コンテンツの構築とコロナ禍
収束後の観光需要への早期対応が図られた。
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7 7 単 総務課 公用車感染予防対策事業 ① 感染防止

①新型コロナウイルスの感染予防のため、不特定
多数の住民利用が見込まれる車両に対し感染予防
Ｗコーティングを行い感染拡大防止を図る
②庁用バス車両への感染予防Ｗコーティング施工
（PHMB下地処理剤＋ルミコストコーティング剤）業
務委託料
③495千円
※村営バス２台、患者輸送バス１台、スクールバス
４台、休養施設送迎用バス１台、福祉バス１台
④庁用車両

R3.8.31 R3.9.10 495,000 495,000 495,000 0

①実施車両台数 9台
②村営バスをはじめとする村民が利用される公用車へ
の感染予防Ｗコーティングの実施により、利用者の感染
拡大防止対策が図れらた。

8 8 単 住民福祉課 高齢者福祉タクシー助成事業 ② 生活支援

①地域課題となっている高齢者の新たな移動手段
の確保に向け、高齢者へのタクシー助成券による一
部支援を行うとともに、緊急事態宣言などに伴う経
済活動の影響が生じる村内交通事業者（タクシー事
業者）への間接的支援を実施
②高齢者タクシー助成券給付費
③＠540（初乗運賃）×514人＝278千円
　※１月につき１往復分
④高齢者及び村内交通事業者

R3.11.1 R4.3.31 277,560 183,600 183,600 93,960

①延べ利用者数　514人
②高齢者へのタクシー助成券による一部支援により、コ
ロナ禍での影響が長期化する中での生活支援と村内交
通事業者（タクシー事業者）への間接的支援が図られ
た。

9 10 単 教育委員会 給食費支援事業 ② 生活支援

①小中学校の児童生徒の就学環境を維持するため
に児童生徒を持つすべての子育て世帯に対し給食
費を支援
②学校給食費の減免に係る費用（4月-3月）
③対象者148人（小学生95人、中学生53人）
　※小学生 17,423食×270円＝4,704千円
　※中学生 10,003食×300円＝3,001千円
④子育て世帯

R3.4.1 R4.3.31 7,705,110 3,527,400 3,527,400 4,177,710

①支援者数 148人（小学生95人、中学生53人）
②小中学校の学校給食費の減免実施により、子育世帯
の生活支援が図られた。

10 11 単 住民福祉課
子育て世帯への臨時特別給付
金事業

② 生活支援

①新型コロナウイルス感染症が長期化し、その影響
が様々な人々に及ぶ中、子育て世帯（児童手当支
給対象外）に対する臨時特別給付を実施
②扶助費
③支給対象者４名（３世帯）×100千円＝400千円
④養育者の年収が960万円以上である世帯

R3.12.1 R4.1.31 400,000 400,000 400,000 0

①支援者数 4人
②国の給付対象要件に該当しない子育て世帯に対し、
村独自の給付金の支給により、地域の実情に応じた子
育て世帯への生活支援が図られた。

11 12 単 住民福祉課
新型コロナウイルス感染症対
応生活困窮者冬季特別対策
事業

② 生活支援

①高齢者世帯、障がい者世帯、要介護世帯、ひとり
親世帯及び生活保護受給世帯に対し、冬季の生活
を支える灯油、電気、ガス等のほか、冬季の生活を
支える防寒用品や雑貨類等の購入費の一部を助成
することにより、対象となる者の冬季期間の経済的
負担の軽減を図る
②扶助費
③対象事業費 1,511千円
　総事業費 対象者数 202名×10千円＝2,020千円
　※内県補助金502千円（基準額5千円×1/2×202
名）
④高齢者世帯、障がい者世帯、要介護世帯、ひとり
親世帯及び生活保護受給世帯

R3.12.17 R4.3.10 2,020,000 2,013,000 1,511,000 502,000 7,000

①助成世帯数　202世帯
②生活困窮者に対し冬季の生活を支える灯油等の購
入費の一部助成により、コロナ禍での影響が長期化す
る中での生活支援が図られた。
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